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仁
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す
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を
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。
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。
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二
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榔
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。
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憶
に
巡
ら
う
と
し
た
時
、

一
附
之
に
住
し
た
が
、
定
院
は
父
寺
内
問
骨
堂
に
印
刷
す

エ
イ
ギ
ミ

践
者

j
マ
サ

ギ

ミ

於
む
o

-
先
づ
伊
久
留

f
訟
を
越
は
し
て
凶
中
の
間
芯
E

M
M
ら
一

る
叫
山
部
を
別
い
て
山
間
磁
を
餓
h
、
以
て
例
祭
興
随
の

エ
イ
キ
ユ
ウ
ジ
示
久
寺

金
仰
ド
小
川
川
に
在

一
し
め
た
が
、
同
副
知
は

f
話
を
助
け
て
そ
の
任
務
を
全

一
遊
説
た
ら
し
め
た
0

印
刷
球
乃
ち
こ
A

に
伽
慌
を
興

っ
て
民
百
宗
に
附
す
る
o
山
蹴
は
金
制
作
山
。
点
字
二

一
〈
せ
し
め
た
と
併
へ
ら
れ
る
。

一
し
、
元
亨
元
年
六
且
六
日
晋
山
式
を
行
ひ
、
名
づ
け

年
の
閉
山
柏
市
刊
に
よ
れ
ば
、
制
官
石
川
初
出
山
に
在
つ

-

ヱ
イ
ザ
ン
オ
シ
ョ
ウ
方
キ
プ
ミ

盛
山
和
問
置
文

一
て
諸
島
山
総
持
寺
と
枕
し
た
。
=
一
年
制
時
は
光
孝
寺

て
一
一
土
寺
と
訴
し
、
後
金
祁
に
料
じ
て
金
禅
寺
と
統

】
一
名
制
符
山
芭
文
。
山
山
応
部
調
到
村
永
光
寺
の山
間山

一
を
そ
の
弟
子
部
庖
京
聞
に
附
し
、
移
住
寺
を
無
援
留

し
た
。
文
勝
中
の
住
持
は
木
食
H
H
訟
で
滞
俣
の
耐
龍

一
祭
山
印
刷
刊
の
む
文
で
、
同
寺
の
腕
厳
に
係
る
。
そ
の

一
洪
に
訟
っ
た
が
、
正
中
元
年
八
且
七
日
に

主
旬
、
史

郎
と
な
b
、
そ
の
弟
子
俊
祭
、
ま
た
禿
和
創
出
国
ぎ
、

一
一つ
元
郎
元
年
十
二
且
八
日
付
の
も
の
は
、
永
光
寺

一
に
法
嫡
餓
山
紹
碩
を
務
げ
て
総
持
寺
の
席
を
綴
が
し

院
長
七
年
注
射
川
川
上
で
利
長
か
ら
寺
地
を
党
け
た

一
閃
州
の
来
附
を
起
し
、
住
持
と
旦
那
と
協
力
し
て
之

一
め
、
自
ら
退
い
て
永
光
寺
に
隠
桜
し
た
。
翌
二
年
入

が
、
十
年
努
維
は
供
利
伽
縦
長
祭
寺
を川
円
山
川
(
す
る
総

一
を
畑
山
狩
す
べ
き
抽
出
旨
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ま
た
元

一
且
八
日
間
間
磁
病
椛
く
、
乃
ち
永
光
寺
を
関
陣
営
一
宮
に

金
禅
寺
を
茄
子
努
紘
に
誠
旬
、
寛
永
四
年

χ
寺
地
を

一
亨
ニ
一
年

1
HA九
日
刊
の
も
の
は
、
永
光
寺
・削
通
院
・
一
説
均、

十
五
日
夜
中
十
大
衆
を
方
丈
に
集
め
て
謹
一市

卯
以
に
移
し
た
o
こ
の
努
叫
悼
の
時
に
利
日

へ
献
上
物

一
流
出
#
・
光
学
寺
・
放
伎
寺
・探
佐
寺
が
祭
山
門
徒
の

一
し
、
箪
を
知
っ
て
泊
偶
を
密
し
、
浩
然
と
し
て
坐
化

を
な
す
に
金
禅
寺
と
記
し
た
山
付
を
ト
い
っ
た
郎
、
金

一
制
ポ
す
べ
き
一帯
K

で
あ
る
か
ら
、
ホ
代
総
行
修
持
せ

一
し
た
o
時
に
悦
服
五
十
八
。
後
正
平
九
年
後
村

K
天

仰
山
氷
久
寺
と
郡
す
べ
き
冒
命
が
あ
っ
て
改
め
た
。

一
ね
ば
な
ら
ね
こ
と
を
泊
劃
し
て
あ
る
。

一
八止
は
紺
取
に
例
務
制
仰
の
詰
脱
を
脇
ひ
、
安
永
一冗
年

主
剛
は
見
永
十
三
年
以
来
山
討
で
あ
っ
た
が
、
承
服

一

エ
イ
ザ
ン
オ
シ
ョ
ウ
セ
イ
キ

登
山
和
問
清
規

一
に
は
弘
一徳凶
明
凶
刷
、
明
治
四
十
二
年
に
は
日
済
大

凶
作
五
十
討
に
改
め
ら
れ
た
。

一
世
。
祭
山
叫
柏
町叫が
大
来
寺
及
び
永
光
寺
に
於
け
る

一
附
の
蹴
を
隙
ら
れ
た
。
そ
の
元
芋
元
年
八
且
後
舵
醐

一
l

一

Z

イ
キ
ユ
ウ
ジ

柴
休
寺

mm
川
川
正
友
に
在
つ

一
年
中
の
行
事
を
録
し
た
も
の
で
あ
る
泊
、
そ
の
中
に

一
天
長
が
十
純
の
法
聞
を
器
れ
給
ひ
、
組
制
祥
か
に
之

て
、
良
栄
烈
仮
に
凶
す
る
。

一
強
制
川
m
b
記
を
減
せ
る
も
の
は
別
容
と
す
べ
き
で
あ

一
に
裂
封
し
た
こ
と
、
同
年
九
且
十
四
日
隙
保
行
閉
山
が

エ
イ
ケ
ン

一
北
賢
白
山
宮
前
市
川
剛
山
州
中
紀
録
天
文

一
ら
う
。
凶
防
相
秘
到
永
光
寺
の
郎
総
に
係
る
。

一
助
附
加
を
也
し
て
下
し
給
う
た
乙
と
、
二
年
八
月
二
十

H
二一年
の
侠
に
四
月
朔
H
白
山
市
川
上
に
何
虫
殺
る
を

一

エ
イ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
キ
ン

鐙
山
紹
迩

越

前
多
謝

一
八
日
給
旨
を
下
し
、
総
持
寺
を
日
峨
無
獲
の
諒
林
脇

見
て
‘
『
五
月

H
八
日
-
一
山
伏
之
町
長
と
永
抗
誼
見
ν

一
の
人
。
文
氷
出
年
を
以
て
生
ま
る
o
十
三
訟
に
し
て

一
岬
抽
出
供
第
一
の
道
場
と
し
て
勅
阪
の
大
宮
寺
に
険
せ

之。
』
と
あ
る
。
そ
の

『
、、
』
を
ニ
と
刊
紙
む
者
も
あ
る

一
剃
墜
し
、
永
平
寺
二
代
孤
芸
健
推
計
末
後
の
小
師
と
な

一
給
う
た
こ
と
の
如
き
は
、
未
だ
そ
の
探
俗
を
明
ら
か

が
、
密
中
位
hh

?
、
』
を
拐
の
略
に
問
ひ
た
岡
山
が
あ

一i
旬
、
三
十
二
訴
に
し
て
大
莱
寺
徹
通
義
介
の
宗
吉
を

一
に
せ
ぬ
。

'

i

 

エ
イ

エ
イ
シ

英
之

河
崎

努
怒
。エイ
ジ
ユ
イ
ン
一
北
芦田院

臥
甲
山
川
総
持
寺
山
内

に
あ
っ
て
、
供出川
如
臼
庖
に
悩
し
て
ゐ
た
o
山
和
元

年
践
山
制
限
の
開
山
』UJ
に
係
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今

は
行
せ
向
。

エ
イ
ジ
ユ
イ
ン

-北
町副
院

加

引
緋
小
山
hmU
二
代
前

川
利
投
の
益
次
、
背
山
育
次
夫
人
の
法
減
。
砕
し
く

は
永
存
院
務官品
以
科
大
妨
。

エ
イ
ジ
ユ
イ
ン

践
湾
院

全
仰
松
山
帯
の
椛
闘

で
、
元
利
治
年
同
刷
山
山
城
守
M
N
知
の
安
二
一一川
口仙
の
ぬ

に
治
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
夫
人
は
附
川
似
怖
の
妹

で
、
元
利
三
年
四

HAf
一
日
に
夜
し
、
法
蹴
を
川
県
山
間

院
年
室
然
保
大
妨
と
い
は
れ
た
。
寺
地
は
松
山
寺
の

向
か
う
で
あ
っ
た
が
、
明
治
六
年
制
制
無
仙
の
寺
院

同
日
止
の
令
に
よ
っ

て
椴
却
せ
ら
れ
た
。

エ
イ
シ
ュ
ン
イ
ン

第
春
院

館
日
制
三
引
に
在

っ
て
員
言
宗
に
開
削
す
る
。
初
め
赤
抑
制
抑
制
の
別
慌
で

あ
っ
た
。
天
正
中
赤
縦
山
の
術
的
は
共
裂
に
催
っ
て

授
徴
し
た
が
、
目拭
辿
加
の
川
州則的
に
住
す
る
に
及
ん

で
、
そ
の
一
ー
な
る
不
動
院
を
復
興
し
、
庇
策
調
廿
院
花

模
樹
昨
日
の
法
。引
を
採
っ
て
、
祭
器
院
と
改
め
、
石
励

山
東
林
院
の
法
弟
勝
間
以
を
引
持
た
ら
し
め
た
。

Z

イ
ジ
ユ
ン
ジ
一
説
順
寺

金
仰
川
上
新
町
に
在

っ
て
、
長
宗
東
一
政
に
邸
す
る
。
初
め
袋
町
に
日
た
が
、

市
山
治
二
年
に
小
北
野
土
取
場
に
判
じ
た
。
後
明
治
〕一

十
八
年
川
上
新
川
総
活
寺
と
併
合
し
、
飽
瓜
円
寺
内
世
…

字
や
-用
ひ
て
寺
似
を
一山
に
ホ
附
帯
と
糾
し
た
。

エ
イ
シ
ョ
ウ
一
北
緯

」
リ

γ
オ
ウ

ェ
イ
シ
ョ
ウ

麟
翁
永
詳
。

エ
イ
シ
ョ
ウ

英
畠

持
能
英
昌
。

ヱ
イ
シ
ョ
ウ
ア
ン

1¥ 
1¥ 

繁
昌
庵
ー
ヶ

イ
ガ
Y

エ
イ
シ
ョ
ウ

ー
カ
ハ

サ
キ
ヒ
デ
ノ
リ

主
将
西
町
に
を
つ

、

_A -


